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太平洋スーパープリュームは6億年前に誕生して超大陸ロディニアを分裂させ，その中に太平洋を誕

生させた．太平洋拡大の回転の極は南極とローレシアの接合点付近にあって，その極の反対側が収束

の場所となり，奪にゴンドワナ大陸を生じた（Ma胆ya血舛997）・アジ聴聯1斉あるカずフス字凋塊

はこの時代，すなわち先カンブリア／カンブリア時代境界にできた衝突型造山帯セある．従来の鉱物学

的研究1こよれば，カザフ共和国に出現する超高圧変成岩は世界の広域変成岩の中でも最高圧の条件

（40－45kbar）で変成作用を受けた岩石である（Sobolev，1901）．そのため1と変成ダイヤモンドを含んでお

り・地下手26km遡える圧力を経験していることが分かつている・従って；の韻な広鞭蹄備合

的な研究が急がれる．我々東工大研究チームは，昨年と今年の二度に渡づてヵザフ共和国北部

Kokchetav地域において1／10000スケールの地形図を華に地表踏李を1到y卑齊150km×南北1

5kmの詳細な地質図を作成した。また，調査地域から採取した岩石試料は約300q個1；およぶ・’

地質調査の結果・；の変成帯1逮岩相の違いにより4つのユニツト（離的碑ちユチツトllIL、IH・IV）

に区分され済　ットの境界は衝上断層と正囎で境されている・4つ解干ツト1訂倖から尊酸性

火山岩を起源にもつと思われるレプタイトと角閃岩の互層からなり東西系の複背斜構璋を示すユニット1，

中位に砂泥質片麻岩を主体とし局所的に多数のエク・ジャイト岩体を伴い薄いセrト状岩隼（約2km）と

して産する超高圧一高圧ゴニット（ユニットII），その上位に正片麻岩，角閃岩の互層からなり局所的にエ

クロジャイト岩体を伴うユニットIII，上位に砂泥質片岩・片麻岩と珪岩を主体とする低圧ユニット（ユニット

IV）で特徴づけられる．また少量のカンラン岩体と変成帯南部に大規模に出現するカコウ岩体がこの地

質体に認められる，変成帯の大構造は北部の向斜構造，中央部の背斜構造で特徴づけられる緩やか

な摺曲構造を呈しているが全体としてほぽ水平構造である．しかし，露頭スケールの変成帯内部構造は

その全体が東西系の著しい鉛直摺曲群で特徴づけられる，超高圧一高圧ユニットであるユニットII，mは

変成帯の核部を占めているが，例外的に調査地域北東部にも出現する．これはクリッペ構造のためと解

釈される．すなわち，超高圧一高圧ユニットはほぼ水平な衝上断層に沿い南から北へ張り出し下位のユ

ニットに衝上したものと考えられる．

一77一


